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では Plasma―WaH Interactionを 調べる トカ
マクの言1画を出している。フランスではパ リ郊外の

FOnten ay― aux― Rosesにあるトカマク TFRが
よい成果をあげたが,改造の為解体中である。ここ

では TFRに 続くTOrus Ⅱの proposal を出し
ている。 ECで はJET(Joint European

Torus)を建設 しようとし,1975年に最終計画案を

作りあげたが,設置場所について閣僚理事会にかけ

る合意が成立せず ,未だ建設に着手されていない。

この為,英,独,仏夫々の国内の proposal も中

途半端の状態におかれている。冬季オリンピックの

行われたGrenOble にフランスのもう一つのセン

ターがある。 Petul a及 びWega とい う装置 lrcょ

り高周波加熱の実験が行われている。イギリスでは

Oulham研究所にDITE,01eO,Levitron,

TOSOA(写真参照 )等種々な トーラスがある。 I
AEA会 議で DITE(Divertor lnieCtiOn
Tokamak Experiment)が ダイパータ効果の有

効性を示す実験データを発表 し,注 目を浴びた。

アメリカの PrincetOnでは吉川庄一さん,岡林

典男さんをはじめ多くの日本人が活躍 している。S

T,FM-1,ATCは 解体され,先述の PLTの

み動いている。現在研究所内で,非円形断面 トカマ

クPDX(Poloidal DivertOr Experiment)

の真空容器,ポ ロイグルコイル等が製造されている。

MITは Alcator 1/Cよ り,強磁場,高密度の運転
を行い,(閉 じ込め時間 )× (密度 )の レコー ドを

出した。テネツーにあるオーク リッジ国立研究所は

ORMAKを使い, 360 kW中性粒子入射を行い, イ

オン温度を 3倍弱上げるのに成功 曖 。 ただし,電

子温度がなぜ上らないかが今後の問題であろう。

San DiegOの General Atom icで は大河千弘

さん ,玉野輝男さんの Doublet Ⅱ Aが稼働中で

ある。非円形断面の有効性を示すことが実験の 目標

で,現在,更に大きい DOublet Ⅲを建設中である。

このような欧米の状況の中で日本の核融合研究を

考えてみる。吉川庄一さんの努力により原研が約 1

千億円をかけ,JT-60(主 半径 :3れ ,従半径 :

95mの トカマク )を 1981年を目標に建設しようとし

ている。 これはノ連のT-20, PrincetOnの
TFTR(Tokamak Fusion Test Reactor),

ECの JETと 並ぶ大型 トカマクである。 しか もT
-20の建設時期が少し後であるのと,JETは 先述
のようにもたもたしているため,世界的にみて大事

なプロジェクトである。あらゆる努力をしてJT―

60を成功させねばならないが,最大の問題点は組織
にある。 日本の核融合の分野では Big PrOject

をやるトンーニングがされていない。 PrincetOn

の PLTは 当初設計の50k Gの実験ができず,70%
の35k Gに現在留まり,その他,真空排気系, ポロ

イグルコイルのフィーダー等 トラブルが続出してい

る。 PLTの 2倍以上 も大 きい装置を今までの実績
からみるとジャンプのありすぎる状態で作るのだか

らかなり慎重になる必要があろう。アメリカと違っ

て装置製作を完全にメーカーに頼らざるを得ない日

本では,現在やろうとしている方式 一―原子力 5社

の技術水準を均等にあげる為,製作を 5社で分担す

る 一―ではうまくまとまらない。一つに絞るべきで

ある。

大学の役割は人材養成にあるが,こ れにも問題が

ある。大学の物理実験で何をすべきか ―一必ず しも

核融合と結びつかない,いわゆる基礎実験をやれと

い う立場 と核融合を志向した実験をやれという立場

があるが,大きな装置が判る為には,あ る程度以上

大きな実験装置の経験が必要である。では現実にど

んなテーマがあるだろうか。 Oak Ridgeの理論グ

ル~プがFOT(Flux Oonserving TOkamak)

をTNS(The Next step:TFTRの 次にやる実

験という意味 )にすべきだと主張している。急速に

強力な中性粒子入射を行い高ベータトカマクを作る

提案で必然的にプラズマ断面は非円形 ― “D型 "

になる。我々は トロイグル磁場 44kG,主半径 :40、
飢,プ ラズマ断面 :20m× 56mの非円形断面 トカマ

クを理一号館内につ くり,次の ような実験結果を今

回の IAEA会 議に報告した。①整形磁 場により,
D型断面のプラズマが得られた。②プラズマ電流は

円形断面 lrc比べ増 し,MHD的 性質は円形断面と同
じであつた。ただし, トロイグル磁場が弱いため ,

非円形断面が高ベータ化に有利かどうかのテス トは

難しいと思われる。以上の状況から, トロィグル磁

場 :30～50 kG, 主半径 :40m,プ ラズマ断面 :20

m× 60mの非円形断面 トカマクを理学部,工学部共
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